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青少年のImperativeneedsについて

－青少年指導の社会心理学的方向づけ鵜

文沢義永鐸

Ｉ序

IImperativeneedsを考察する背景

Ｎ類似概念の考察

1Ｖ青少年のImperativeneeds

V討論

Ｗ結語

Ｉ序

従来，青年心理学において青少年の心理的な特質及び彼等が直面する多くの諸問題を考察する

場合，それらの包括的な纏め方として，青少年のSpecificproblems（Cole，Ｌ､）とか

Chaxacteristicneeds(KuLhlen,Ｒ､Ｇ､）とかDevelopmentaltasks〔Havighurst,Ｒ､Ｊ）

などの用語が使用されている。また一般的な行動の根源としてBasicneedsが取り上げられ

ていることは衆知の通りである。

これらの概念ないし用語は，後述するように，夫々心理学的に制約ざたれ意味を持っているし

これらだけで果して青少年の精神構造や行動の根源を理解し解釈することができるかという別の

問題を残しているように思われる。そもそも心理学に関する法ﾛﾘは唯一つの学説でだけ説Uklでき

るとは限らず，異った方向からの学説が有効な場合もある。黒田も指摘するように，客観的な事

実に即した考察が通念であっても価値的な見方も忘れてはならず，青年期の行動を考察する場合

に心理学的操作をもってのみならず，思想をもって接せざるを得ないこともある。

このような観点に立つ時，バーナード（Bernard，Ｈ､Ｗ､）がその著書の中で珠更に取り上げ

ている青少年のImperativeneedsの考察は，心理学約な立場からも教育的な立場からも興

味深い問題を含んでいるように思われる。ところが今日の日本の青年心理学書にはこのような:考

えは見当らないようであるが，昭和38年に東京で開かれた青年心理研究者懇話会において，

○今日までの青年心理学は世の中にどのような貢献をしてきたか

○今日の日本の青少年はどのように生活しているか

○日本の青年心理学は何をしているか

○日本の青年心理学は今後どのように進むべきであるか

というような問題が真剣に討議されたこともある折柄，Bernardが紹介したImperative

needsの問題は近い将来日本の学界でも論議されることが予想されるし，また論議されるべきで

あると考えられる。以下この問題について考察することにしよう．

＊OnthslmperativeNeedsofAdolescents-Socio-psycholo葛ｉｃａｌＯｒｉｅｎｔａｔｉｏｎｔｏｔｈｅ

ＧｕｉｄａｎｃｅｏｆAdolescents．

＊朧ｂｙＹｏｓｈｉｎａｇａＦｕｍｉｚａｗａ
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HImperativeneedsを考察する背景

1．青年心理学研究上の二つの観点

一般的に湾えるならば学問全体の研究目的は何かということにもなるであろうが，１１j年期に関

する研究において客観的事実（法ＥＩＩ）の究明を主とするか，現実改善への漸進的実践を強調する

か，ということを妓初に考えて見る必要がある。勿論，両者の並立や統一を理念としながらも，

前者に強く傾く人もあろうし，後者に重点をおく人もあろうし，また両者の統一を実践する人も

あるであろう。

この問題は，Tlj年心理学を「ijjｲ１A及びその集団の精神的な椛造や発達を研究する科学」と見る

か，「背ｲiiIU1にある個人閏び染団の直面する諸問題を心理学的に研究する学問」と見るか，とい
ロゴヴごづ

う問題とBLI連する。すなわち，前背は1Ｊ｢究対象の事実充'ﾘ]をjE視し，後者は問題解決の健全な展

開を亜襖すると見てよいであろう，一力は精神的に成熟化する過程にある事実以外のことは問題

にしたがらないのに反し，他方は課題の選択・解釈・利11]法に特別な考慮を払うだろうし，また

青年個人の内部的ﾉ]と同時に外部的ﾉJないし文化的環境条件への配慮も怠らないであろう。前者

の観点からすればImperativeneedsは左程重要な研究対象とはされ難いが，後者の観点か

らは過去一現在一未来という広い視野の中で「現在の青年」を眺めるから教育的に不可欠な研究

課題であると言うことができる。しかし前者の立場であっても，青年の精神的な構造や発達の事

実を明らかにしてその事実の根源や規定要因を研究するならば，文化的影響力の所在とその重要

性とに気付くであろう。その場合，文化的影響力の捉え方や解釈の仕方に研究者自身の思想ない

し哲学があるか否かが反映してくる＞

従って，両者何れの観点に立つとしても青少年のImperativeneedsという問題は，その強

調の仕方に幾らかの差異があるにしても，共通に取り上げられ考察される青年心理学のテーマの

一つであることになる。

２．Ｎｅedsの意味するもの

りンドグレン〔Lindgren,Ｈ，Ｃ､）によれば，Ｎｅedsはある種の充足活動を通して変形させ

・軽減させ・除去させられるまで存続する緊張または不均衡の状態であると定義される。そして

Ｎｅedsは，その個体が意識していると否とに拘らず，死活に関わるもの，必要欠くべからざるも

の，避けられぬもの，あるいは緊急に必要とされているものである。ある種のＮｅedsは，それ

が充足されないため死に至ることもあり，水・食物・休息・保温などへのＮｅedsは死活に関わ

るものの例である。愛されたいというＮｅedsは，それが拒否されても個人は身体的に生存し続

けることができるし，また陽介によっては愛情の欠如が死の原因になるような例もある。Ｎｅeds

がその充足に接近しつつあるlk1jに，発達は一層よくiilM和的に進むし，発達可能性の実現も見込み

がある。またＮｅedsが極端に)tiTli:されると，生活を狂わせ，フラストレートさせることにな

る。ある鞭のＮｅedsは，それが充足されないからと言って生物としての生命が秤やかされるこ

とはないが，心理的に満たされた生活は不可龍であるといることがある。

承認へのＮｅedsは乳児にとっては余り問題にならない。乳児にとって身体的なＮｅedsが鎧

も強いからである。しかし成熟した人は，やはり身体的なＮｅedsを持ってはいるが，周囲から

認められたいという願望を強く感ずる。Ｎｅedsはほんの伽かでも充たされると，切実さや緊急

度が弱まって感じられる。例えば，友達から認められていると感じている青年は，承認への

Ｎｅedsを表わさないけれども，友達から遠ざけられているi(ｲｲliはそのＮｅedsを強く意識する二
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ある仕事を為し遂げたいというＮｅedsは，若い人々を忍耐強く懸命に働かせるが，老人にはそ

れができず，また若い人々の根気強さを笑うかも知れない。このように，ある年令厨には死活に

関わるＮｅedsでも，他の年令liiiにとっては緩やかな誘導者に過ぎないことがある‘まﾌﾟﾆNeeds

の強さや緊急度は個人によって異なるし，環境条件とくに社会経済的な階層によって大きな差が

ある。Ｎｅedsの性質は一般化することができるけれども，しかしもつと良く理解するために

Ｎｅedsそのものは百年の個人IMI人について研究されねばならない

Ｎｅedsの緊急度や強さは，個人の身体的龍ﾌﾞj・粘椥|Ｉ的能力・過去の経験によって異なる。知

的能力が低いために社会的Ｎｅedsが弱いことがあり，生殖腺が未発達なためにｓｅｘdriveが

弱いこともある。甲状腺の活動減退のために，仕ﾘI:を成就しようとするＮｅedsが弱いこともあ

る。また，あるＮｅedsの充足が旨く行った経験のある人は，その力向に大きな努ﾉjを悔い起す

であろう‘青少年を扱う人々は，彼等のＮｅedsの差異や偏碕を知っておかねばならない。

食物・休息・迎勁へのＮｅedsは，個人が動き廻つたり成長するにつれて変化するのが普通で

ある。愛'情・成就・承認へのＮｅedsは，ある時lIJjに幾分か充たされるだけである。そこで個人

が持っているＮｅedsは，.常に充足を求めている路線上にあって，その種類は変りつつある，と

言うことができる。たとえ，あるＮｅedsの完全な充足は不可能であろうとも，充足への接近が

なければならない。

3．行動の動因としてのExIernplforces

人間の行動は，その個人のInternalforcesとExternalforcesとの松互作１１]に基いて

;構成される全体的な場面によって規定される。この場合，Internalforcesとはその個肱の内

部にあるneeds,anxi6ty,interestなどであり，またExternalforcesとは社会のrequi‐

rement,報酬・危険・脅威・他の人々の期待などである。これらのExternalforcesとは，

その個人の周囲にあって直接間接に影響を及ぼしているSocialmilieuが内面化されたものと

言うことができる。すなわち，行励の動因は，その個人内に発生し方向性・選択性・始発･眺を持

った機能ないし力であるが，その動因を発生させる根源が個体の内部にあるか外部にあるかによ

ってInternalとExternalとに一応分けられるのである。

しかし注意しなければならないのは，個体の外部にある環境境条件の全てがExternalforces

となるのではなく，外部からその個体に働きかけて行動上の影轡を及ぼしている心理的喋境の力

を指すのである。そして，そこには外的な刺戟が客鶴鉤に存在することも必要であり，その主体

がこの刺戟に作川する能ﾉ]をもち実際に認知し作川することが必要である。例えば，イＭＩ人の周囲

に危境や他人の期待が存在しても，当人がこれを認知することができず，また認知したとしても

之に作用して活動へのmotiveが始発しないならば，「盲者蛇に怖じず」「馬の耳に念仏」を

するようなことになってしまう。子供たちが親や教師の教えを111]くこと（Externalforce）と

その教えを守り期待に添いたいという願望（Internalforce）とを一体化させないならば，そ

の嚇柄に関する子供の行動は現われてこない。Internalforcesは月我形成過程における外的

刺俄の与え方によって学習され形成されるのであるが，Externalforcesは環境的緒条件と

mternalforcesとの相互交渉によって形成される。

妓近の青年心理研究においてはlnternalforcesに関する考察が多くなされている傾向があ

るけれども，現代の青少年は何故現在のような状態にあるのかを徹底的に究明するためには，是

非ともExternalforcesに関する渚問題の追求も忘れてはならないと考えられる，
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4．Imperpfiveneedsを考察する理由

以上の三項で述べてきたような事柄は，現在までにロ本で発行された多くの青年心理学書や心

理学会・教育心理学会で発表された多くの研究資料を通覧する場合に，特にそれらとアメリカの

文献や資料とを内容的に比較対照する場合に，強く感じられ反省させられることである。この違

いの原因が奈辺にあるかはもつと高次の段階において討議されるべきであろうが，現在のところ

筆者の及ぶ領域ではないと考える。

しかし現に，Cole，Garrison，ｃｒｏｗ，Kuhlen，Bernard,Lindgren,Thorpe，Church，

etc・の著書を読んで見ると，上述してきたような点が多く取扱われ考察されており，必ずしも

彼等の全てがImperativeという用語を使っているわけではないけれども，之に類似した方向

･性を持つ考察や記述が多い。一方，ロ本でなされた諸業績の中にこのような傾向が全然ないわけ

ではないが極めて少いようである．

既述したように，青年心理学の研究は単に「青少年はどのようにあるか」ということだけでは
げグゴログタグザ

なくて，「どのようにあるべきか」を前提とした「どのようにあるか」でなければならないと老
づづげヴプづづヴヴヴ ゴづづヴヴジグづ

えられる。従来，このような哲学と実践とが少なかったから，「青年心理学はどんな寄与をして

いるか」というような議論もなされるのではなかろうか.このような立場の再検討が，現在の青

年心理学界においてはImperafiveであると思われる。

Ⅲ類似概念の考察

１．Ｍ｡Ｓｌｏｗ等によるBqsicneeds

従来多くの心理学者たちが人間の行動の根源としてのBasicneedsを論じており，Gates，

Ａ、1.,Prescott,，．Ａ､，Thorpe,ESymond,Ｐ.Ｍ、などは夫々異なった表現で分類してお

り，またMaslow,Ａ、Ｈ．はそれらを最も基本的で生物的なものから最も高度で社会化された

ものへと配列されるhierarchieを構成すると述べている。Ｎｅedsの意味については既に述べ

たが，之を一般心理学の立場から考察する場合と教育心理学の立場及び青年心理学の観点から講

述する場合とは，普遍的・実験的な事実究明を主とするか，教育的ないし発達的な意味づけを考

・慮に入れるかという点で差異があるべきは当然のことと言えよう。特に青年心理学においては，

たとえMaslowがBasicneedsの発達的な体系を

①Bodilyprocesses

②Safety

③Ｌｏｖｅ

④Status,acceptancebyRroup

⑤Generaladequacy,Creativity,self-expression

とIWd列しているにしても，それらの感じ方や受取り方は青年個人の主観的条件及び客観的条件に

よって箸しい差異もあるが，多くは③④⑤に強く傾くであろう。しかし社会的。経済的に激動す

る時期や場所においては，②あるいは①さえも強くなることが考えられる。終戦直後の社会が異

常に混乱した事態や戦場における異常行動などは，これらの典型的な実例と見ることができる。

また，Prescottは自我的欲求・地位的欲求・統合的欲求と分けているし，Bernard等は有機

的欲求・心理的欲求・洋会的欲求と分類しているのも，個人の精神構造の発達的変化と場面的構

成に応じた機能的差異に基いﾌﾟﾆものと患われる。即ち，青年期にある者は自我的欲求や有機的欲
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求はかなり充足されており，地位的欲求や心理的欲求が最も強く働きつつあり，そして統合的欲

求や社会的欲求が次第に現われつつあると言えよう。このような点から，青少年個人を理解する

一つの方法として，彼にとってどのような種類のＮｅedsが最も強いかを知ることが重要なこと

である。そして統合的欲求や社会的欲求が強く現われる程度によって，その個人の心理的成熟化

の過程が判定されることになる。

これらの最終の段階においては，愛情・所属・社会的承認・自己実現など高次のものへの欲求

であり，対人的な関係において発出するしまた充足されるものである。対人的・社会的なもので

あるから，その個人の周りにある人々（親・教師・友達など）や所属する社会（家庭・学校・友

人集団・郷土・国など）からの期待ないし圧力を無視することはできない。

2．Ｃｏｌｅによる青年期のSpecificprobIems

Coleによれば，人間は青年期の終り頃までに身体的な発育と知性的な発達とが概ね完成する

が，それらに格別の欠陥がある場合にのみ成人並の大きさ・体型・機能に達することができず，

また期待されるような知能的成熟に至ることを妨げられる。即ち，大変動が介在しない限り，こ

の二つの側面の発達は生得的に規定される。従って青年期の真の問題は，情緒・社会性，道徳性

・経済生活に関するものである。

多くの青年たちは，12,3才から24,5才までの間緩やかな進度で自分たちの問題を解決してゆ

く。深刻なコンフリクトや強烈な反応傾向をもつ青年が，緩やかに順調に成長する青年たちより

も余りに印象的で芝居がかっているので，一部の人々は青年期の「疾風怒涛」仮説を強調し過ぎ

ることになる。標準的な個人の標準的な成長においては，僅かな変化が漸進的にスムースに続き

しかも臨時的・偶発的な困難を伴いながら，児童期が薄らぎ青年期が進み成人期が現われるので

ある。

児童は，環境に対して児童としての適応の仕方を以って青年期にはいってくる。彼の情緒的・

社会的な順応が児童としては幾ら完全であったとしても，それは成人生活においては適合しな

い。児童は標準的には，他の人々に依存的であり，異'性に対しては殆んど関心がなく，’情緒的に

も金銭的にも自分の家族によって支持されることを期待し，彼の判断は彼が尊敬する人々からの

受売りであり，概括された一般的法則を扱うことに関心も持たないしまたその能力もない。青年

期の終りには，情緒的にも実際的にも家庭を離れ，経済的に自分自身を支持し，自分の対人的接

触を処理し，自分の心を決定づけ，自分自身の家庭を築き，表面的現象の背後にある一般的法則

に携わるような用意を整えなければならない。、

依存的な児童期から独立的な成人期への移行において，個人は多くの問題について満足な解答

を見出さねばならない。それらの問題は，便宜上次のように人間としての関心や活動に関する八

領域に分けることができる。

①情緒的成熟

②巽･性への関心の確立

③対人的成熟

④家庭の統制からの離脱

⑤知性的成熟

⑥職業の選択

⑦成人としての余暇利用

③行為の一般的原理への関心の確立
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呰通には如何なる青年でも，僅か数年の間にこれら全ての面で成熟を達成するようなことはな

い。子供の過去の状態が終生彼の心の中に留まることもあろうし，また幼児的な解決法や子供じ

みた行動が時折飛び出してくることもある。しかし青年は，人間生活における必要条件に適合す

る過程Ｉこ第一歩を踏み出さねばならないのである。

即ち，Ｃｏｌｅが挙げている薄年期の特鍬問題を考えてみると，学道期から生成発展しつつある

存在としての青年期に注目して捉えていることと，現象学的に見た「問題点」として纏めている

こと，さらに行動のInternalforcesに関するものだけが取上げられExtevnalforcesに

関するものは殆んど省みられていないこと，などが特徴である。

3．Kuhlenによる青年期のChqrqcferisficneeds

人々が今やっていることを何故為すのかの理由または原因は，部分的には彼等の生物学的柵造

に，また部分的には特定文化における生活過程の中で彼等が学習してきﾌﾟﾆらのに見出される新

生児は，その生得的な反応傾向が生理学的緊張によって誘発されるために，その行動が現われ

る.即ち，空腹・寒さ．痛みがある時に，目をさまし体をグズグズさせたり泣いたりする。気持

がよくて満足している時は眠っているか,櫛かに横たわっている。彼は次第に成長するにつれて，

自分の欲求を充たそうとしてもつと特殊的で効果的な努力をするようになるし，また日常生活に

おいて自分の対人的・物的な環境との相互作用から学習するものより生ずる社会的な欲求や目的

を発展させ始める。これらの獲得された動機や欲求は，子供が成長して青年になり成人になるに

つれて次第に複雑なものになってゆく。

Kuhlenは，このような観点から，i1j年期を特徴づける最もl匝要な動議や欲求と思われるも

のを次のように分類して論じている

①対人的な地位と受容への欲求

②独立化への願望

③職業的・物質的な欲求

④行動規範と理想の固守

⑤理解と完全さへの欲求

⑥性その他の生物学的欲求

⑦動機としての習憤

しかし，このように別々に列挙し別個に論ずることは，全く遊離した動磯が存在することを意

味するのではない。動機とか欲求とか言うのは，結極は心理的実体である。行動の如何なる位相

でも単一の勁畿で規定されるのではなくて，全体的な助騰づけ場面によって規定されるのであ

る。ある種の動機は相互に強化し合うであろうし，あるものは相反するものもあろう。そして一

個人にとって璽要な動機となっているものが，他の人にとっては殆んど問題にならないというこ

ともある。この原則が理解されるならば，青年期の主な欲求と思われるものを列挙することは，

青年期の適応問題を研究する枠組を提供し，また特定の個人の釛織について仮説を立てる根拠と

もなるであろう。

要するに，Kuhlenは青年期を捉えるのに児童期から移行する時期という観点に立つことで

は前述のＣｏｌｅの立場と似ているが，彼は更に社会的学習や文化的影響力を強調しているとい

う特徴を持っている。

4．HqvighursIによる青年期のDevelopmenfqlfqsks

生活は成長の質料である個人の年令の如何に拘らず，もし自分の適応上の問題を旨く処理し



青少年のImperativeneedsについて ４７

ようとするならぱ，ユニークな発達を成し遂げなければならない。発達的課題の概念は，人生の

連続的な時期の各々における生活上の諸問題を説明するために公式化されてきたものである。

HaviRhurstは，幼児。児童・青年．壮年．に|訓年．老人たちが為し遂げ葱ければならない課題

の説明に積極的であつﾌﾞこ゜彼が公式化しﾌﾟﾆものは，社会階層の影響を館視しているから，特に貴

重である。

発達的課題は，同時期の効果的な適応過程のためになくてはならぬもの，そして個人を次の発

達段階のために準備させる学習醐項であり，従って限られﾌﾟこ時期の間に達成されねばならない学

習内容である。発達的課題は，その畷個人の心理的特質，生理的特質，及び文化的milieuから

生ずるものであり，前述したような青年の欲求を織成している。

そしてHEWighurstが指摘している青年期の発達的課題は次の』、りである。

①同年雅の男女との洗練された新しい交際を学ぶこと。

②男性として，または女性としての社会的役割を学ぶこと。

③自分の身体の発達を理解し，身体を有効に使うこと。

④両親や世の大人から情緒的に独立すること。

⑤経済的な独立について自信をもつこと。

⑥議業を選択しその準術をすること．

⑦結婚と家庭生活の準備をすること.

③市民として必要な知識と態度を発逮させること。

⑨社会的に責任ある行動を求め，そしてそれを為し遂げること。

⑪行動の指針としての価値や倫理の体系を学ぶこと。

HavighurstやＭｃＣｌｅａｒｙなど発達的課題を考察する人々は，児童→青年－ﾄ壮年という連

続的な過程を考えながらその一段階としての青年期を捉えており，また社会的環境からの期待な

いし圧力を大きく考慮に入れていることが特徴である。現実の人間生活を考えるならば，健全で

実際的な立場であると言える。

５．以上の纏め

前項までに考察してきたように，青年期の捉え方や発達的意義についていろいろな考え方があ

り，それらには多くの共通点や類似点を含みながら幾らかの差異が認められる訓特にその差異は

青年期を脱した後の生活過程における適応問題と彼等の周HIHからの社会的期待とについて観点の

相違であると言うことができる。発達的課題の概念をもつと実践的・教育的な立場から展開させ

ることが望まれる≦そこに，本稿の首題である青少年のImperative･needsについて考察さ

れる所以がある。

Ⅲ青少年のImpeativeneeds

青年期のBasicneeds，Specificproblems,Characteristicneeds,DeveIopmental

tasksなどについての研究は，青年及びその心理的な諸問題をよりよく理解するための夫々の

アプローチである。そして更に，青少年が包朧している諸問題についてのもう一つの見方は，彼

が現在及び将来の時点において個人生活でも菜団生活でもよりよく適応した状態を保持し発展さ

せるために，彼が是非とも習得してゆかねばならないもの（これをImperativeneeds「不可

避的な必要体」と名づける）を考察することである。そしてこれは，発達的課題よりももつと実
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銭的．教育的であり緊要度を高めた概念であると言える。この立場はBernardによって紹介

されているけれども，学校教育法の小・中・高校における教育目標とも密接な関連をもつもので

ある。以下このようなneedsについて述べることにする。

（１）社会で需要のある技能を発展させること

すべての青年は，世の中で需要のある技能を発展させ，経済生活において理性的で生産的な勤

労に参加し得るような分別と態度を発展させることを必要としている。そのために，彼等は技能

教育を受け職場の知識を持つと共に，よく監督された作業体験をしておくことを必要とする。こ

のようなneeds（必要体）を満たすために，学校においては作業体験を含む職業技術教育が実

施されねばならない。

親・教師・青年指導者７１こちは，地域社会の各職場において如何なる性格特性や生活態度が望ま

れているかを調査研究して，教育期間中に之を習得させるように導かねばならない。多くの職場

では，(1)時間厳守の習慣，(2)極り切った仕事や無報酬の作業を進んでやること，(3)頼み甲斐のあ

ること，(4)指示をよく聞き入れること，などが強調されている。自分の責任を遂行する意欲，他

人の仕事や業紬を尊重すること，経験実績のある人から学び取ることの熱心さ，などは青年たち

が発展させねばならない態度である。集団生活に受容され適応する能力は何よりも真先に大切で

ある。礼儀正しさ，親切，さっぱりした服装，他人の発言を聞き入れる技能などは，集団内で受

容される上に亜要な要素である。社会から需要のある技能や望まれるパーソナリティ特性は，集

団や識種によって差のあることに注意しなければならない。

（２）身体的・精神的によい健康を発展させ保持すること

良い健康の大切なことは今さら賛言を要しない。勿論それがためには成人たちの忠告や指導も

重要な役割をなしているが，青年自身がこの必要を満たすために大きな責･任を持たねばならな

い。身体的・粉神的に良い健康は，自分自身に対する個人の態腱に依存することが大きい。人間

は誰でも，最大の発達をなし得る者として自分自身を受け容れるべきである。家庭は，児童青年

の安定感を発展させるような機会を与えて彼等を受容することによって，その役割を果してい

る。また学校は，悪を拒み善を奨めるような幅広い鱗会を与えることによって，生徒が自分自身

を価値ある存在・発達主体として受け容れるように援助している。さらに地域社会は，少数集団

の見世物的な行為を過度に亜視することなく，もつと積極的な寄与をすることによって青年たち

が住民全体の亜要な分節であることを示さねばならない要するに，家庭と学校との健康指導上

の位置は焦点的であるが，児童青年の輔神ﾖ勺・身体的な良い健騏はその個人の責任であると|司時

に，全体としての社会の構造と志向の結果であり，全体的な文化に関わる問題である。

（３）公民としての権利と義務を知って之を履行すること

すべての青年は，現代の社会における公民としての権利と義務を理解し，地域社会の一員とし

てまた国民の一人としての義務を果すように努め，また自分の国や国民について良く理解するこ

とを必要としている。法律的には青少年が特定年令に達すると一市民となるが，機能的には社会

の諸問題において利害関係を経験することによって次第に有能な公民性を身につけるようになっ

てくる。家庭内での発言，生徒自治活動への参加，青年集団での責任遂行，学校での勉学（歴史

・倫理・社会・経済・法律など),地域社会の施設での執務体験などは機能的な公民性を養う｣二に

基本的な要素であると思われる二

．ＩＩ
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（４）家庭生活の重要性を理解すること

すべての青年は，個人及び社会にとって家庭の有する重要な意義，円満な家庭生活をもたらす

諸条件について理解することを必要としている。個人のパーソナリティと行動傾性は家庭集団に

よって方向づけられることは，広く知られている心理的事実である。もし万一家庭が存在しない

とするならば，人間という動物は多くの人間独自の特性を失ってしまうであろう。家庭生活及び

家族制度の安定性を脅やかすような全ての企図は，同時に社会の基本的な構造を脅やかしている

と言える。離婚・別居・'性的乱交などは，脆弱な家庭生活の原因となるし，またそれらの結果で

ある。家庭及び学校での指導や勉学は，これらの脅威が有害であることを知らしめることに向け

られねばならない。

家庭生活の重要な意義を青少年に再認識させるためには，さまざまな手段や方法が講じられね

ばならない。その最も基礎的な方法の一つは，家庭や近隣社会において健全な少年少女たちの交

友関係を促すように努めることである。また男性や女性の遊びとか交際の仕方について－部の親

や教師がもっている態度を変えることも必要であろう。青年は，自分たちの身体的な発育と社会

性の発達に関する問題点を研究して見ることも必要である。このような研究の指導監督は，健全

な方向をもつ親や青年指導者によって為されなければならない。また家庭問題や男女関係につい

ての不健全な私見を聞く場合は，その発言者の背景的経歴や意図を考えながら用心することが肝

要である。

（５）物品の買入れ方や利用法を知ること

すべての青年は，物品を上手に買い求めそれを利用する方法を知り，消費者が受ける恩恵と消

費行為がもたらす経済上の影響について理解する必要がある。毎年湛大な金額の広告費用が消費一

者の購買力を駆り立てるために使われているが，経済組織の諸活動における一般労務者の役割と

機能については殆んど理解されていない。物品の購入と利用は確かに人々の普遍的で重要な活動

ではあるが，それらの蔭で働く人々の助力がなかったならば随分面倒なことになるであろう。青

年たちも他の人々の助力を得ることによって，自己実現と社会的有効性に接近しつつある成人に

なってゆくのである。

習慣・知識・態度・技能などの固執的な役割は，統制と指示とによって変り得る心理的要素と

して認められねばならない。親と教師は，現在及び将来において最善なるものを青年たちに教え

るよう心掛けねばならない。学習したものや教示されたものを単に転移させるだけでは不充分で

あって，実例を示して知識を利用する方法を教えなければならない二青年たちは親や教師の監将

の下で，物品の選択・購入の仕方，資金の使川計画や管理について実習をすることも将来の生活

のために必要である。

（６）科学の研究方法とその関連事実を理解すること

すべての青年は，科学の研究方法，人間生活に及ぼす科学の影響，世の中や人間はどんなもの・

かについての主な科学的事実を理解する必要がある。このことは，産業・技術・医学・社会文化

の進歩を促進させるための厳然たる課題である。科学的知識は哲学的価値から機能的に遊離され

るべきではないことも認めなければならない。

この必要を成就させる代表的な方法は次のようなものである。人間生活の特質と価値を重視す

る正統な（formal）研究，教室での研究問題へ科学の応用，科学的研究方法の手続きの紹介・

教示，見学旅行によって科学利用の説明など。研究領域は広範囲であり違っていても科学的方法
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の段階は共通であるから,適切に企画され記述された図書を多 くの研究領域に供給することが望

まれる｡こうすることによって,領域によって異ったl弥亡､の違いは纏められ,科学を重視するこ

との典通性が保たれるであろうO

(7) 美的鑑斑力を発展させること

すべての青年は,文学 ･芸術 ･音楽 ･自然などにおける美しいものを鑑賞する能力を発展させ

る機会を必要としている｡この必要体は実際上二つの側面を持っている｡すなわち,鑑賞と表現

である｡ しかし表現については次の余暇利用の項で述べることにするC 種々の英術工芸品を鑑賞

することは,世の中を異った展望から見,･1a･の中についての自分の知覚を拡大させることになるo

lj本の伝統における彫刻 ･習 ･庭園などの美 しきについても同じことが言える,

学校のカリキュラムの中にも美的鑑賞を指導するような活動を含めるべきであろうcLかし,

今日では,知識の蓄積と社会生活への準備が重視され過ぎているために,このような情操教育の

影が薄れているのが実情である｡生きt‥P斐のある生活とは精神的にバランスのとれた生活である

ということをもつと広 く普及させるべきであるC美を鑑賞しようとする心構えは余暇の建設的な

利用よりももつと大切であることを,親も教師も心に深 く留めておかねばならないC

く8) 有益な余暇を創造すること

すべての青年は,彼等の余暇をよく利用することができ,自分自身に満足をもたらす活動と社

会的に有用な活動とを調和 させることを必要としているC 一人一時聞当りの生産高が増大 し就労

日数が次第に縮少されるにつれて,この必要はいよいよ大切になって くる｡家庭内の労働節約は

主婦にとって時間節約の問題と関連して,節約された時間をどのように利用するかという新たな

問題を提起する｡余暇を映耐やテレビの視聴に用いるのは有害ではないけれども,そこに心理的

に建設的なものは見it'.されないC 傍観することは受動的な活動であって,余暇の創造的な利用で

はない｡

背少年非行は余暇の利川法の不適切さから生ずるとさえ言うことができる｡社会的に有川な余

職の利用法を教え導 くことは,青少年寸即尊上の明rヨな川.発点である｡否定すべき行為を回避させ

るよりも,余暇を建設的に利用することを推奨すべきである｡それは個人の生活に意味と活力を

附加する一つの手段でもあるO余礎の越没的な利川というのは,f糾こ時間を無平政で過すことで

はないC全体的な問題の義人さは,親 ･教師 ･青年指導者 ･司法関係者 ･行政当局 ･報道関係者

などが集つで比延に討議されるべきである｡

(9) 他の人々に対する尊敬の念を発展させること

すべての背隼は,他の人々に対する鵡敬の念を発展させ,倫理的な価値観と原理について洞察

する力を伸展させ,他の人々と協調的にJJ=i活し働 くことができ,人間生活における道徳的 ･宗教

的な価債観を高めてゆく必要がある｡ シエクスピアも述べているように,他人を尊敬することの

始まりは自分自身を尊敬することである｡

Thisabove ;Ill:to thineown selfbetrue.

AnditmLIStfol一ow,asthenighttheday.
't110uCanstnottllenbefalsetoanyman.

(Hamlet.ActI.Sc.3)

殊に大切なのは.自己に対して誠実であれ.

そうすれば夜が五割こ伴うように,

勢い何人に対しても誠実ならざるを得ないだろう｡

(沢村寅二郎訳 :ハムレット.研究社)
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青年たちが他の人々を尊敬するように援助してやる人々は,まず最初に青年たちを尊敬 しなけ

ればならない｡また若い人たちは,実際に仕事を為し遂げること,他人か ら好かれること,心理

的に独立北すること,安定感を持つことによって,自分自身の自我の地位 (Egostatus)を確

立 しなければならない｡ しかし,倫理的な価値観は簡単に吸収されるものと考えてはならない｡

これらの価値観について多の人々と討論し,多くの図書を読み,指導助言を得ることによって,

自分の考えを確立するようになるまでには長年月を要するであろう｡

(10) よく考え,話し,読み,聞く能力を向上させること

すべての青年は,物事を合理的に考え,自分が考えていることをはっきりと表現 し,読んだり問

いたりしたことをよく理解することを必要とするCこの必要は特に,地域社会や国家の問題を通達

され討論するような集会において大切であるC家庭や学校においては指導や管理の根本方針がず

つと以前に定まっているので,この必要は余り満たされないことが多いOある問題について質問

される時や,暫定的な結論を出すために適切な情報を求められる時には,この必要が重視されて く

るC

思考の基礎は多 くの事実を知っていることであるが,これ らの事実というのは結論に至るため

の手段であり素材である｡教師や親たちは,青年を してできる限り感情や偏見を入れないで問題

を処理させねばならない｡聞き方や判断の仕方の技術は,適当な時期に練習を通して強調される

べきである:青年集会や学級活動では,自由な表現力を向上させる試みとして討論形式の方法が

よく採用される｡ 作文や話 し方における文法上の誤りは,彼等の自発的な表現という点から見れ

ば二次的な問題であるC

Ⅴ 討
孟ム.
-Flnl]

(1) IrnpercJIiyeneedsの捉え方について

73asicneedsについては従来多 くの心理学的な研究があり,特に甫少年個人のそれを捉える

のに三好稔が作成 したような基本的欲求検査が用いられるC肯年期の Specipicproblemsや

Char,acteristicneedsを捉えるためには,被等の悩みについて調査 し,JEPpq紙法や投影検査,

日記 ･作品の分析などが有効であるとされている.,Developmentaltasksは彼等の個体的条

件 (心理的 ･生理的)と文化的条件とが広 く考察されなければならない｡

Imperativeneedsを捉える場合は,以上の研究結果を背最としなが ら,さらに親や教師の

意見聴取,上級学校や各職場における新入者の不適応問題の観察 ･分析,背少年非行の事例研究

などの結果を綜合し,特に家庭 ･学校 ･職場など体制化された集団か ら青少年･に期待されている

ものに注目する｡勿論,社会的な期待と言っても脅少年個人の精神的健康を無視 してはならない

が,それも長期的な視野における適応生活を重視するのである｡社会や集団の中で受容されると

共に自己形成や自己実現のためにも重要な要素である項白や立場を強調するわけであるこ

(2) その指導実践について

ここで取 り上げた Imperativeneedsというのは,小学校においても中学校や高等学校にお

いても重視されている教育内容を含んでいる= 学校教育法によれば,中学校における教育目標を

次のように規定している｡

① 小学校における教育の目標をなお充分に達成 して,国家及び社会の形成者として必要な

資質を養 うこと｡
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㊥ 社会に必要な職業についての基艇的な知識と技能,勤労を屯んずる態度及び個性に応じ

て将来の進路を選択する能力を丑うこと,

③ 学校内外における社会的活動を促進し,その感情を正しく導き,公正な判断力を養 うこ

とQ

之に基いて学校での教育が実施されているけれども,社会思潮や教師の価値観 ･生活態度を反

映して教育成果に多くの差異が生ずるのは免れ得ないことであろう｡アメリカにおいてはカリキ

ュラム編成の時に

EducationofCitizenship
EducationforHomeLife
Pre一maritalEducation

VocationalGuidanceforAdjustment8

などが適切に組み入れられ,その実施に当って社会生活や集団生活-の理解と適応を目指してい

ることは,日本及び沖縄の教持界において大いに参考とすべきであろう｡自分の所属する集規や

社会に対して批判的態度を持たせることは必要な場合もあろうが,それは建設的な意味での適応

生活を目指したものでなければならない.

Ⅵ 結 語

背年期の心雌学的研究は如何にあるべきか,如何なる価値的方向づけをなすべきか,について

は多くの異論が予想されるO個人及び社会の健全な発展を目指すことが学問研究の目的であると

するならば,客観的事実の究明にしても内外古今の文献研究にしてもそれらの進むべき方向は明

瞭である｡

現在どこの社会でも背少年問題が大きな関心を集めているが,その問題解決の盲点とも言うべ

きものの一つは,彼等の Imperative needs の軽視またはその指導実践の不適当さであろう

と思われる｡高等学校の教育課程の中に ｢倫理 ･社会｣が設定された所以もここら附近にあると

解されようO丹少年の Imperative needs の捉え方や指導方法については異論もあるので多

くの関係者が討論する必要はあるが,その needsそのものを不必要とすることは教育指導を偏

頗なものにする結果になると思われるO
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On the Imperative Needs of Adolescents
Yoshinaga Fumizawa

1. Appro~ches to a better nnderstanding of the nature of the adolescent and

his problems are the stl1dies of basic needs, specific problems (Cole, L.),

characteristic needs (Kl1hlen, R. G. ), developmental tas~{S (Havighurst, R. J.),

and fllrther importance from socio·psychological and educational points of

view may be the imperative needs of adolescents (Bernard, H. W.),

2. Those similar concepts are introdl1ced and cou3idered from the stand-point

of psychological study of adolescence. Each terminology should be interpre ted

somewhat differently in those views between of general psychology and of

educational psychology.

3. The important look of some of problems of adolescents is s:lmma'dzed as

their imperative needs, which are as following,

(1) Developing saleable skills

(2) Developing and maintaining good physical and mentnl health

(3) Knowing and acting the rights and duties of a citizen

(4) Understanding the siginificance of the family

(5) Knowing how to purchase and l1se goods

(6) Understanding the methods and implications of science

(7)t Developing appreciation for beauty--music, nature, art, and literature

(8) Creating useful leisure time

(9) Developing respect for others

00 Improving abihty to think, talk, read, and listen.

4. The study of the imperative needs may be criticized mostly because it is

outside topic of the traditional area in the "psychctogy of adolescence", But

the writer believes, the "psychology of adolescence" should deal with not

only the scienftific study of adolescent psychology but also the psychological

approach to the adolescent problems including the internal forces and the

external force of their development and behaviors. The external forces are

stressed by him as urgent problems for guidance.


